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令和５年９月２７日(水)

【独立自尊・共存共栄】

自ら考え学び続ける生徒

心豊かで思いやりのある生徒

体を鍛えやり抜く生徒

「勉強 勉強 勉強 勉強のみよく竒蹟を生む」 實篤

深谷中学校は今年で開校４５周年を迎えました。そ

れ以前は、昭和２２年４月に開校した旧深谷中学校が、
昭和５４年３月まで、現在の城址公園にありました。
旧深谷中学校では、様々な著名人を招いて講演会を実

施していたという記録が残っています。右側に掲載した
人物は、作家の武者小路実篤（むしゃのこうじ さねあ
つ）氏です。昭和３１年１１月２７日に来校し、「自然
と人生」という演題で講演を行ったという記録が残って

います。
そしてその時に揮毫していただいた色紙が、現在も深

谷中に残っています。表題にあるとおり、実篤氏は、
「勉強 勉強 勉強 勉強のみよく竒蹟を生む 為深谷
中学校 實篤」という言葉を深谷中学校の生徒の皆さん
に残されました。
武者小路実篤という人物の名前は、教科書や国語便覧

などで目にしたことがあると思いますが、まさかこんな
にすごい人が深谷中で講演していたなんて、本当に驚き
ですね。

「Output（人に伝える・教える）」は最強の学習法！

武者小路実篤（1885-1976）

東京・麹町生れ。子爵家の末子。1910（明

治43）年、志賀直哉らと「白樺」を創刊、「文

壇の天窓」を開け放ったと称された。1918

（大正7）年、宮崎県で「新しき村」のユートピ

ア運動を実践。代表作は、『幸福者』『友情』

『人間万歳』『愛と死』など多数。

勉強したことがなかなか頭に残らない。暗

記は苦手・・・など、記憶力にまつわる悩みは

尽きません。そこで、アメリカで行われた研究

の結果を紹介します。

ピラミッドの頂点にあるのは「講義」です。た

だ単に講義を聞くだけでは、その後の記憶率

が５％程度であるとの結果が出ました。逆に、

学んだことを誰かに伝えたり、教えたりすると、

その後の記憶率が平均で９０％にもなったそ

うです。友達と教え合う、家族にその日学ん

だことを聞いてもらうなどの方法が最強の記

憶法だそうです。ただし、信じて実行するかど

うかは、It's up to you.です。

人間の脳は、「重要な情報」を長期記憶として残し、「重要でな

い情報」は忘れるように作られています。「重要な情報」とは、イ

ンプットした後に何度も「使われる情報」です。そして、長期記憶

として残すための最も有効な方法は、「人に伝える。人に教える。

（Output する）」ということなのです。



　

1 日

  2 月

 3 火

4 水

5 木

6 金

7 土

8 日

9 月

  10 火

 11 水

12 木

13 金

14 土

15 日

16 月

17 火

  18 水

 19 木

20 金

21 土

22 日

23 月

24 火

25 水

  26 木

 27 金

28 土

29 日

30 月

31 火 教育相談①　市内中学校音楽会

自分のために！　自分以外の誰かのために！

生徒会選挙

　

　

　

　

　

校内音楽会

代表決定戦予備日　　　　部活動中止期間

　

１０月の行事予定曜月

　

実力テスト(３年)　選挙管理委員会

専門委員会

進路説明会(３年)　生徒評議会

　

登校指導　緊急連絡サイトアクセス日

中間テスト①

中間テスト②　県大会壮行会　選挙管理委員会

　

ふれあい人権セミナー　花園アドニス

吹奏楽部西関東大会　深谷地区体育祭　北辰

駅伝大会予備日

　

　

小学校児童見学会

代表決定戦

学年朝会　深谷・大里中学校駅伝大会

　

Ｃ期時間割開始

スポーツの日

実りの秋 ～文化発表会、体育祭そして新人戦、校内音楽会に向けて～

９月１日（金）文化発表会

台風１３号の影響で、実施が危ぶまれた体
育祭でしたが、当日朝のグラウンド整備を経
て、１時間遅れで実施することができました。
生徒の皆さん一人一人の笑顔が校庭いっぱい
に弾けた素晴らしい一日になりました。

It's up to you.

９月９日（土） 第４５回深谷中学校 体育祭

一人一人がメインカラー ～弾けろ 燃えろ 深中魂～

生徒会役員や実行委員の皆さんが趣向を凝らし
た開閉会式、各学年の皆さんが総合の時間に作り
上げた作品、夏休みの課題作品、美術部の皆さん
が制作した作品、吹奏楽部の皆さんの素晴らしい
演奏・・・。短い準備期間でしたが、とても和や
かな時間を過ごすことができました。


